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状況によりイベントの変更や中止が生じる場合があります。 

最新情報をご確認の上お出かけください。ご理解の程どうぞよろしくお願いいたします。 

尚、イベントの情報は令和５年１２月９日現在です。 

 

 

成田山新勝寺では、「国土安穏・万民豊楽・五穀豊穣・転禍為福」の祈りを込めて、恒例の「特別追儺（つ

いな）豆まき式」と、「開運豆まき」が執り行われます。 「特別追儺豆まき式」には、大相撲力士をはじめ、

NHK大河ドラマ「光る君へ」の出演者の方々が特別年男として参加する予定です。  

 特別追儺（ついな）豆まき式  

【開催日】 ２月３日（土） 【 場 所 】 成田山新勝寺大本堂正面特設豆まき所 

第１回 １１時～ 年男１００人、大相撲力士、大河ドラマ「光る君へ」出演者 

第２回 １３時３０分～ 年男１００人、大相撲力士、大河ドラマ「光る君へ」出演者 

第３回 １６時～ 年男５０人、大相撲力士 

☆特別参加年男（大河ドラマ「光る君へ」出演者）は、１回目と２回目のみの参加となります。 

開運豆まき  ※「特別追儺豆まき式」とは、別の豆まきです。 

「開運豆まき」には力士、大河ﾄﾞﾗﾏ出演者は参加しません。 

【開催日】 ２月３日（土）  

【 場 所 】 成田山新勝寺大本堂内 

（御護摩祈祷にて豆まきを行います） 

【 時 間 】 第１回 ９時３０分～、第２回 １２時３０分～  

第３回 １５時～ 

【参加者】 一般募集 

【参加料】 １人 １万円 

【お問合せ先】 成田山新勝寺  

TEL ０４７６－２２－２１１１ ８時～１６時 

 
 

 

宗吾霊堂では、「節分会追儺式」を修行し、豆まきが執り行われます。また江戸時代より引き継がれて

いる「はしごのり」の妙技が１１時と１５時に披露されます。 

【 日 時 】 ２月３日（土） 年男 １１時～・１５時～ 特別年女 １１時～（年男１１時～と同時） 

【 場 所 】 宗吾霊堂本堂前  

【お問合せ先】 宗吾霊堂 TEL ０４７６－２７－３１３２ 

※他にも市内の神社仏閣では、節分の儀式が行われます。 

                           詳細は直接、各寺社にお問い合わせ下さい。 

２月の行事について 
房総のむら「考古学講座」   風土記の丘資料館集会室にて小学６年生以上を対象に、東京大学名
誉教授：設楽博巳氏による講座「再葬墓について」を行います。（定員：先着５０名） 

【開催日時】 ２月１２日（月・祝）１３時３０分～１５時 

【開館時間】 ９時～１６時３０分   

【 休 館 日 】 月曜日（月曜日が祝・休日の場合は開館し、翌日休館。） 

【お問合せ先】 千葉県立房総のむら TEL ０４７６－９５－３３３３ 



成田の梅まつり 
四季折々趣のある庭園の成田山公園には、紅梅白梅合わせて約３６０本が植えられています。平均樹齢

は７０年を超え、苔むした古木が多く凛とした気品ある花と香りで観光客を楽しませています。 

梅まつり期間中の土曜・日曜は、公園内の梅林では野点を開催します。また、西洋庭園では、津軽三味線、

箏・尺八、二胡などの演奏会や甘酒の振る舞い、観梅の投句コンテストを開催します。 

【期 間】 ２月１７日（土）～３月３日（日） ※期間中の各土曜・日曜にイベントを開催、雨天中止。 

【時 間】 １０時～１５時 【場 所】 成田山公園内西洋庭園及び文殊の池上梅林 

表千家観梅の野点  

成田山公園内文殊の池上梅林において観梅の野点を行います。時間：１０時～１５時 

※先着順、定員に達し次第受付終了 

甘酒進上  

成田山公園内西洋庭園において無料で甘酒をお配りします。時間：１０時～１５時 

観梅の演奏会  

成田山公園内西洋庭園において１日２回演奏会を行います。時間：１１時～・１３時３０分～ 

観梅の投句コンテスト  

兼題は梅！１人２句以内未発表の作品の投句をお待ちしております。イベント開催日（時間：１０時～１５時）に、

成田山公園内西洋庭園に設置する投句箱にご投稿ください。宗吾霊堂本堂前にも投句箱を設置します。 

氷の彫刻展 成田山大本堂前において開催予定です。（開催日未定） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問合せ先】 （一社）成田市観光協会 TEL ０４７６－２２－２１０２ 

☆成田山公園の見所 水琴窟（すいきんくつ）☆ 
成田山公園の中にある、成田山書道美術館前の近くに水琴窟があり

ます。 

岩清水が岩盤をつたって手水鉢の窪みに溜まります。溢れた水が下

に埋められた常滑大甕（とこなめ おおがめ）の中に落下すると、その音

が四方に反響し名琴の音を響かせます。日本庭園にみられる独自の風

流な仕掛けは、江戸時代後期には完成され、庭師が瓶に落ちる水滴の

音を聴き、その響きが良いことに気づいたことから造られたといわれま

す。 

成田山にお越しの際は、少し足を伸ばして成田山公園をご散策いただ

き美しい自然に彩られた趣のある日本庭園と共に、江戸時代より伝わる

水琴窟の音色をお楽しみ下さい。その澄んだ音色は、皆様の心の琴線

にふれ美しく共鳴することと思います。 

   


